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Focus on Opera Productions from the 18th to the 20th Century
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抄録：本稿は 18～20世紀ヨーロッパ歌劇場における上演傾向研究の一環として、フィールドワークと文献による興行情報の調査
結果をデータ化・蓄積するにあたっての諸問題を提示する。具体的には、ポスターや年鑑からデータを抽出・統合する際、資料の
選択、視覚的側面の配慮、項目や備考欄情報の取捨選択、上演言語の特定、作品の改変による紐付けが困難な場合がある。とりわけ、
各資料の掲載項目自体が、地域や時代固有の価値観を色濃く反映していることから、それらの価値観の保持は統一的なフォーム作
成の意図と相反することがある。様々な資料の比較から得られたこれらの知見を共有することは、データベース作成への新たな視
座を提供するものであろう。
Abstract: This paper aims to highlight issues with database construction for opera productions’ performance data. The research project has used 
literature research and fieldwork to collect performance data from several theater performances to analyze changes in and expansion of music theater 
performances from the 18th to the 20th century in Europe. Various resources were used, such as posters and playbills from different regions and 
periods. Since these items reflect the values in each period, elements such as data items, type, and layout, show what was significant for the viewers. 
These differing elements occasionally compete against the purpose of constructing a unified database. The findings drawn from resource comparison 
have provided new possibilities for database construction.
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1. はじめに
演劇や音楽は、美術等の造形芸術と比較して作品自
体が「残らない」ため、その上演の実態を知る手がか
りは限られる。古代ギリシア劇の復興を目的に 16世
紀末のフィレンツェで誕生し、こんにちなお世界各地
で上演されているオペラもその一つである。その誕生
から、いつ・どこで・どのような形態で上演されたの
か。上演に際して台本作家、作曲家、興行師、演出家、
指揮者、美術家、演奏者、ダンサー、技術者等の大人
数が関わっているゆえに、上演形態を決定づける諸条
件や要素は無数にある。特に近年のオペラ研究におい

ては、作曲家による有機的な単体の作品として扱うよ
りは、劇場内での興行や上演も含めた一連のイベント
としてみなし、これら諸要素を様々な研究分野からア
プローチすることが主流となっている[1]。
これらの要素を整理し、上演傾向における言語・地
域間の影響関係や、歌手や指揮者の移動の実態、そし
て同時期に台頭した近代メディアや民族主義との関
連、さらにはそれらの結節点としての劇場の役割を明
らかにできないだろうか――このような課題意識のも
とに、本研究チーム[註1]では 18～20世紀初頭のヨー
ロッパの主要音楽劇の興行データの蓄積と分析を行っ
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ている。
具体的には、①世界各地の歌劇場／歌劇団の上演
データベースの公開状況の調査、②フィールドワーク
と文献調査によるヨーロッパ主要歌劇場の資料調査と
上演演目調査、③上演演目を含む、収集した興行デー
タを整理する分類方法の案出　に取り組んでいる。最
終的には、個別の調査データを作品分析や成立史の単
なる補助的手段としてではなく、能動的ツールとして
使用する音楽劇研究の方法論を提示することで、広く
文化の言語間・地域間の影響関係を可視化するのが本
研究のねらいである。本稿は、②と③で得られた、
データ化と蓄積にあたっての諸問題を提示すること
で、データベース作成の実践論文とするものである。

2. データ化する対象
上演作品の記録は、主に各国の図書館、劇場資料館
や文書館などに保管されている。年代や地域によって
失われた資料も数多くあるものの（例えばキエフのオ
ペラ上演史については、1896年の市立歌劇場の大火
災によってそれ以前の上演記録の大半が焼失してし
まった。2019年 11月 16日にウクライナ国立歌劇場
文芸資料館長のラリーサ・タラセンコ氏に神竹喜重子
が取材している[2]）、2000年頃からはそれら資料群を
収録した上演データベースが CD-ROM形式やウェブ
サイト上で急速に公開されるようになった。例えば、
スタンフォード大学図書館が公開している Opening 

Night! Opera and Oratorio Premieres[3]は、オペラとオラトリ
オの初演データを集めたデータベースであるが、この原
型はFrom Don to Giovanni: opera database; oratorio database[4]

という CD-ROM版として刊行されたデータベースで
ある。その後、改訂版刊行ののち（2010年）、スタン
フォード大学図書館に引き継がれて 2013年からイン
ターネット上で公開された。以降も更なる移行（2019

年）や改訂を重ねて現在のような形になっており、上
演データベースの発展がよくわかる例だと言えよう。
他にも主要な公演データベースとしては、1996年か
らプロジェクトが開始され2000–2001年に公開された、
ブロードウェイの公演データベース Internet Broadway 

Database (IBDB)[5]や、2012年からの Spielplanarchiv der 

Wiener Staatsoper［ウィーン国立歌劇場 上演演目アー
カイブ］[6]などがある（なお大矢未来「近年の音楽劇
データベースの公開状況」[7]は 2016年時点での主要
データベースについて詳しい）。これらにより、それ
まで各地に分散していた資料を統合し、包括的な比較
研究を行う土壌が整いつつあるのが現在の状況である。
これら上演記録の資料形態は複数あり、大きく分け

ると下記のような 5種類に分けられるだろう。
①　劇場の内部資料としての上演記録
②　公演ごとに発行された当時のポスターやチラシ
③　当時の新聞や雑誌に掲載された告知や批評
④　 ①②をもとに劇場が周期的に発行する年鑑や年
報等

⑤　①②③④をもとに後代の研究者がまとめた資料集
これらのうち①②③については主に各劇場や文書
館、図書館等で保管されていることが多い。④は現代
でも「劇場開場 200年記念」などの記念年に発行され
ることがあるため、一部は⑤と重複する。さらに、①
～⑤を利用した研究書において、付録や表の形で上演
データを掲載しているものもある。

3. データ化にあたっての課題と検討すべき事項
本章では、前章の資料種類の②、③、④、⑤を用い
た、筆者らの調査によって現れた検討課題を提示する。
これらは実際にオペラの興行情報をデータベース化し
ていく際に出た課題や、留意して今後検討していく必
要のある事項である。

3.1 どの資料を選択するか
前章で示した通り資料の種類は複数あり、一つの公
演情報をデータ化する際にどの資料をもとにデータ
ベースを作成するかは第一の検討課題となる。資料に
よらず同じ情報が掲載されていれば理想的だが、資料
によって事実誤認が含まれていたり、公演が何らかの
事情により予告通りに上演されないこともある。以下
で例を見てみよう。
例えば、レヴァシェワ編の『ロシア音楽史』全 10巻

（2011年）の第 10巻第 2分冊は、19世紀ロシアにおけ
る地方都市の上演データ集である（資料種類⑤）。こ
こでは 1892年のムソルグスキー（Modest Mussorgsky, 

1839–1881）《ホヴァーンシチナ》キエフ公演の興行師
はプリャニーシニコフ（Ippolit Pryanishnikov, 1847–

1921）との記載があるが[2][8]、当時の新聞『キエフの
言葉』（資料種類③）を確認するとセートフ（Josif 

Setov, 1835–1894）の興行であることがわかる[2][9]。作
曲家や作品上演研究の場合、これらの情報の正誤は研
究の根幹を左右する場合もある。
さらに、公演が何らかの事情により予告通りに上演
されないこともある。オーストリア国立図書館デジタ
ルアーカイブに収録されているウィーン宮廷歌劇場
（現ウィーン国立歌劇場）の公演ポスター（資料種類
②）[10]では、予定されていた公演に急きょ変更が発
生した際に差し替え用のポスターが刷られている。
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図 1、図 2はその例である[11]。図 1は 1898年 8月 1

日の公演ポスターで、ヴァーグナー（Richard Wagner, 

1813–1883）による《ローエングリン》が予定されて
いることがわかる。図 2が変更後の差し替えポスター
であり、ポスター上部には「シュメーデス氏の突然の
声のかすれにより、《ローエングリン》に代わって《さま
よえるオランダ人》（Wegen plötzlich eingetretener Heiserkeit 

des Herrn Schmedes statt ″Lohengrin″: Der fliegende 

Holländer）」という変更理由も書かれている。
このように差し替えポスターが出ている場合は明白
であるものの、変更後の情報が事前には刷られていな
い場合もある。その場合は裏付け調査として、資料種
類③である新聞や雑誌に掲載される、後日発表された

情報を辿る必要があるだろう。

3.2 ポスターやチラシの視覚的側面
①の公演ポスターや、チラシ等をもとにデータ化する

際、それらの資料には単なる上演情報だけではなく、文
字の大きさや配置等の視覚的な要素が含まれており、そ
れが当時の価値観や世相を反映していることがある。
例えば、図 3はシエナ（イタリア）のアカデーミ

ア・デッリ・イントロナーティ（「アカデーミア」と
はイタリアの各都市で 16世紀頃から複数結成されて
いた知識人グループで、一部はオペラ復興上演の担い
手にもなっていた）の劇場（現テアトロ・リノヴァー
ティ）における、1790年夏の上演告知である[13]。資
料はシエナ市立図書館が所蔵する、同時代の蒐集家バ
ンディーニ（Antonio Francesco Bandini, 1759–1839）に
よるコレクション「シエナ日記」（1785–1838年）の
膨大な資料の一片である。
ここでは、一段目に “Primo Soprano”（第一ソプラノ、
ここではカストラート歌手）と “Prima Donna”（第一
女性歌手、ここではソプラノ歌手）が歌手名とともに
記され、一段下がったところに “Primo Tenore”（第一
テノール歌手）が記されている。つまり、主役級の歌
手らは上段にまず書かれ、テノール歌手は第一歌手で
もそのやや下に置かれており（図 4）、ソプラノ歌手
と比較してテノール歌手が「二番手」であること、つ
まり声域による歌手の「格付け」を示している。当時、
声域が作品内の役の重要度に直結していたためである。
文字情報のみでデータベース化するとこのような視覚
的情報は失われることとなり、単なる公演記録として

図1　《ローエングリン》ポスター（1898年8月1日）［11］

図2　《さまよえるオランダ人》ポスター（差し替え版）［12］
図3　�アカデーミア・デッリ・イントロナーティの新劇場（シエナ）の

1790年夏の上演告知［13］
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だけではすくいきれない情報が存在する例であろう。

3.3 時代の変遷による項目の出現や消失
公演ポスター等には、現代では自明のように記録さ
れている項目が、時代や地域においては記録されない、
あるいは名称自体が異なっている場合もある。例えば、
作曲者や指揮者、台本作家等がそれにあたる。
先ほどの図 3においては、作曲家であるアンドレ

オッジ（Gaetano Andreozzi, 1755–1826）の記載はある
ものの、台本作家がメタスタージオ（Pietro Metastasio, 

1698–1782）であることは記されていない。さらに歌
手は “Attori”（俳優、演者）とされており、歌手や音
楽家というよりも「劇を演じる者」であるという意識
が透けて見える。
別の例として、ドイツのライプツィヒ・ゲヴァント
ハウス管弦楽団における「オペラの抜粋上演」の例を
見てみたい。ゲヴァントハウス管弦楽団の演奏会プロ
グラムに関する本記述については、下記の論考にも掲
載している[14]。ゲヴァントハウス管弦楽団は 1781年
から年間 20回程度の予約演奏会（定期演奏会）を現
在まで継続している団体である。ライプツィヒ市資料
館に所蔵されているポスターを調査すると、1825年
頃まではほぼすべての演奏会で、それ以降 19世紀末
頃までは約半数の演奏会で、オペラ作品の抜粋がプロ
グラムに組み込まれている。
その際、作曲者名、オペラ名、演奏者名と歌詞全文
がプログラムに記載されたが、個別の作品名は記載さ
れなかった。歌詞全文の記載があるので、作品特定は
可能である。データ作成上の問題は、演奏者名の記載
が無い場合の対応である。独唱の場合は、ほとんどの
例で記載があるが（9割程度）、二重唱以上の人数に
なると、記載の有無に幅が出る。記載が無くとも演奏
者が明らかな場合、記載自体を尊重する在り方と、事
実を尊重する在り方の判断が、データベース作成者に
問われるだろう[14]。

2つの事例では、長いスパンで記録をデータ化する
際、これらの項目の有無や見出しも一つの情報として
データベースに含むのか、それともそのデータの不在

図4　図3の拡大図（出演歌手の欄）

を「データ欠損」としてみなし、研究者が補うべきな
のか検討が求められる。

3.4 備考欄の情報の取捨選択
先ほど 3.1において歌手の変更理由について述べた
ところであるが、資料には様々な「備考」が書かれて
おり、それらも当時の価値観を反映していると考えら
れる。ハンガリー王立歌劇場（現ハンガリー国立歌劇
場）を例に取ると、開場 25周年記念資料集（資料種
類④）の上演演目一覧には、日付・会員券種・作品
名・客演・備考が記載されている。そして備考欄には、
チケットの価格設定のランク・王や王妃の臨席・王や
王妃の聖名祝日・特別公演情報などが記されているほ
か、「国民劇場年金機構のため」といった文言が見ら
れる[15]。年金基金のための公演だったことが推察さ
れるが、これらがどの程度重要性を持っていたのかも
含め、データ化する際にどの範囲まで網羅するべきか
検討が必要だろう。実際、ハンガリー国立歌劇場によ
るデジタルアーカイブ[16]にはチケットの価格設定の
情報は収録されていない。

3.5 上演言語
オペラの上演言語は様々であり、どの言語で上演さ
れたか（歌唱されたか）が作品受容の文脈において非
常に重要な意味を持っている。例えば、オーストリア
では18世紀から、マリア＝テレジアの劇場政策やヨー
ゼフ 2世の劇場改革以降、上演言語が政治によって左
右された。宮廷文化としてのイタリア語やフランス語
に対して、さらに国家言語としてのドイツ語という
様々な言語が併存、時に拮抗しながら音楽劇上演が行
われてきた歴史がある[17]。
上演言語はポスター等に記載されている場合もある
が、逆にポスターのみではわからない場合ももちろん
ある。具体的に見てみよう。ウィーン宮廷歌劇場での
モーツァルト（Wolfgang Amadeus Mozart, 1756–1791）
《ドン・ファン》（《ドン・ジョヴァンニ》）（1897年 8

月 22日）には、台本が原語でないことを示す一行が
入っている。演目名である “Don Juan” の下に「ドイツ
語上演のためのマックス・カルベック（Max Kalbeck, 

1850–1921）による自由翻案」とあり、イタリア語の
原語上演でないことを示しているのだ[18]。
一方で、ビゼー（Georges Bizet, 1838–1875）《カルメン》

（1897年 10月 8日）の上演ポスターには、翻訳・翻
案の記載がない[19]。他のポスターと比較するとこれ
は極めて例外的であることから、記載がないことだけ
でドイツ語上演ではなかったと判断することはできな
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い。ポスター「のみ」を通した分析の限界を示してい
るだろう。

3.6 作品の改変
先ほどの《ドン・ファン》のように「翻案」という
記載がある場合、どの程度の改変がなされていたのか
――つまり名前のみを現地化した程度だったのか、ス
トーリー等も変わっているのか――を考えると、上演
演目を翻案前の作品と同一視して良いかどうかという
問題も浮上する。
例えばロシア帝室劇場には厳しい検閲があったこと
から、宗教的制約（神、悪魔を描くことを忌避）や、
革命や共和政を肯定するような事件を扱うことが制限
された。そのためオペラの内容（タイトル、時代や場
所、登場人物の名前等）も大幅に変えられることが
あった。フランスのグランド・オペラの例を見ると、
オベール（François Auber, 1782–1871）《ポルティチの
おし娘》（1828年世界初演）は《パレルモのならずもの》
（1857年）、アレヴィ（Jacques Halévy, 1799–1862）《ユ
ダヤの女》（1835年世界初演）は《枢機卿の娘》（1837

年）、マイアーベーア（Giacomo Meyerbeer, 1791–1864）
《預言者》（1849年世界初演）は《ヤン・ファン・ラ
イデン》（1869年）等に変えられている[20]。これら
の場合、演目名だけでなく、内容も鑑みて判断する必
要が求められるだろう。

4. おわりに
本稿では、上演演目データの整理・分類における諸
課題を提示してきた。オペラ公演については、演奏会
と比較してレパートリー研究がそれほど進展していな
いことが指摘されており[21]、近年研究の数は増えて
きているものの、その数は多くはない。そのような状
況下で興行データを蓄積していくことは、社会史や経
済史などの文脈で劇場を取り巻く環境を考察したり、
さらに芸術史においても作品の正典化を解明する上で
不可欠な作業である。
本研究チームは当初、さまざまな劇場のすべての
データを網羅した「統合」作業を目指していた。しか
し本論で見てきたように、時代や地域によってそれぞ
れの資料自体に特性や価値観が反映されているため、
全部を統合しようとするには 2通りのデータベース構
築が考えられる。すなわち、資料にある項目すべてを
網羅して項目立てした、最小公倍数的なデータベース
の構築か、日付と演目名だけといった共通の項目立て
のみを行う最大公約数的なデータベースの構築である。
前者については、項目数が無限でもデータベース化

できるというデジタルアーカイブの長所を生かすこと
ができる。時代・地域による項目立て時代の変遷等、
さまざまな変化が可視化される可能性があり、利用者
の便宜を考えれば将来的に実現が目指されるべきもの
であろう。その一方で、注記も含めたデータ量が膨大
になる、また各レコードで使われていない項目が無数
に存在し無駄が多くなる、地域・時代によって意味内
容の異なる同一項目内を検索する際に混乱が起こりう
る、さらに 3.2で述べたような視覚情報までを網羅す
るのが困難なことなど、現時点で実現するには限界が
あるように思われる。
後者については、おそらくそれ自体は価値あるもの
ではあるだろうが、そもそも日付と演目名のデータす
らも判然としないものも多く、比較研究でそのデータ
ベースを利用しても発見の少ないものになる可能性が
ある。項目の見出しにすら変遷が見られるように、興
行データにおける「発見」は、どの切り口から見るか
という抽出の仕方、変数に負うところが大きい。その
ため、研究の目的に沿った形でデータベースを作成し
ようとすると、データを削ぎ落とせざるをえず、汎用
性とのジレンマに陥ることとなる。
「公演データベース」と聞くと、上演劇場、主催者、
公演日、演目および作者、演奏者、入場料、配役、そ
していくばくかの「備考」、といった情報を記載順に
データ入力すればよいような印象を持つが、実際の記
録は単なるテキスト情報以外にこれほどに豊かな周辺
情報を有しており、記載内容を無機的にデジタル化す
るだけでは、これらを十分に活用しきれない。
以上を踏まえて、研究に活用できるデータベースは
どのような形がふさわしいだろうか。周辺情報を含め
すべてを網羅したものを一度に作ろうとするよりは、
多くの研究者の興味を惹きつけることが見込める個別
のテーマ（例えば共通に上演されている演目、有名な
歌手に特化するなど）を設定した上で、多少の周辺情
報を盛り込みながら統合するのが現実的だろう。すで
にそのような試みは作品研究や作曲家研究においてい
くつか存在しているため（例えば、ヘルベルト・フォ
ン・カラヤンの録音や出演コンサート情報を網羅した
データベースなど[22]）、例えば今後は一劇場・一団体
ではなく都市全体や、同じ原作を持つ作品群、リブ
レッティストを中心としたデータベースなどが考えら
れる。
上記の提案はそのまま本研究の方針の再検討の必要
性や今後の課題に直結する一方で、これまで述べてき
た知見は、横断比較用のために集まったデータのバラ
エティの広さがあってこそ得られたものである。各時
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代・各地域の資料を横並びにすることによって初め
て、どのデータ（項目）を大事にするのかという地域
や時代の価値観が可視化されたとも言える。その点で
本稿は新たな視座を提供しており、今後の歌劇場デー
タベース作成に資する一つの成果であろう。
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